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�� は じ め に

双方向放送が登場して以降，ユーザが映像コンテン
ツを視聴しているときにシーンに関連した話題や商品
などを即座に提示する推薦サービスの実現に向けた取
り組みが行なわれている．ユーザの嗜好に応じた推薦
を行なうためにはコンテンツのメタデータが不可欠で
あるが，�� 放送のようなリアルタイム性の強いコン
テンツのみならず ��� のようなコンテンツであって
も，制作者がメタデータを付加することは稀である．
そのため映像情報や字幕情報を解析して自動的にメタ
データを獲得する研究が行なわれている．
一方今や ���� の国内開設数は �		 万件を超え��，

個人からの情報発信は一般的となった．中でも映画な
どの映像コンテンツに対するレビュー記事の増加は個
人のコンテンツ視聴スタイルを変えつつある．たとえ
ば 
�� 上の他者のコメントやランキングを参考にし
て視聴するコンテンツを選択したり，好みの ��� を
何度も視聴してコメントを 
��上で公開したりといっ
たことが行なわれている．
そこで我々は，執筆されたコメントにコンテンツの

シーン情報が埋め込まれていればそのコメントを分析
することでコンテンツのメタデータを自動的に獲得す
ることができると考え，映像コンテンツと ���� シス
テムを融合したアプリケーションである コミュテン
ツ ������������� を開発した．コミュテンツは映像
コンテンツを介して他者とのコミュニケーションを楽
しむこと，またコンテンツを介したコミュニケーショ
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図 � 書くモード �左� と見るモード �右�
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ンを促進することでユーザの自然な視聴スタイルから
コンテンツのメタデータを獲得することを目的とする．
本稿ではコミュテンツの説明を行なうとともに，本シ
ステムを実際に利用して作成された ���� 記事を用い
て行なったコンテンツのメタデータをシーンごとに獲
得する実験の結果について述べる．

�� コミュテンツ

コミュテンツのようにコンテンツを介して他者との
コミュニケーションを楽しむことを目的とするシステ
ムとしては ����������� や �������� などが知られ
ているが，本システムはコンテンツの共有は行なわず，
シーンを特定する情報が埋め込まれた ���� 記事のみ
を共有することを特徴とする．��� の場合は ���

データの構成情報を，録画コンテンツの場合は地域・
チャンネル・放送日時と映像のカット点情報をローカ
ルで取得しサーバに問い合わせることで，コンテンツ
の共有は行なわずにシーン情報の同定同期を行なう．
機能としては，コンテンツへの感想を ���� 記事とし
て執筆する「書くモード」，���� 記事を閲覧する「ブ
ログモード」，他者のコメントを表示しながらコンテ
ンツを視聴する「見るモード」から構成される．
図  左に示す「書くモード」では執筆者は �����!

���� や ������ のようにシーンに対する短いコメン
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「ローマの休日」を見ました。見る前は、てっきりお上品なお姫さまのお
話なのかと思ってました。すると挨拶中に靴を脱いでしまったり 、ネ
グリジェがいやだと言って、パジャマで寝たいと言ってみたり 、なん

て、おてんばなお姫さまなのかと思いました。一つ、気になったのが、
寝る前にミルクとクラッカーを食べているのですが、歯磨きはどうする
のか気になりました 。明日のスケジュールを聞いて、癇癪をおこし
てしまうシーン で、メイドが「ご病気ですね」というのですが、あんな

可愛らしいのに、本当にご病気だなと思うほどの怒り狂った演技だった
と思います。

埋め込まれたシーン情報

図 � コメントの例
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「ローマの休日」を見ました。見る前は、てっきりお上品なお姫さ
まのお話なのかと思ってました。すると挨拶中に靴を脱いでし
まったり[00：04：50]、ネグリジェがいやだと言って、パジャマで
寝たいと言ってみたり［00：07：30］、なんて、おてんばなお姫さ
まなのかと思いました。一つ、気になったのが、寝る前にミルク
とクラッカーを食べているのですが、歯磨きはどうするのか気に
なりました[00：08：10]。明日のスケジュールを聞いて、癇癪を
おこしてしまうシーン［00：09：53］で、メイドが「ご病気ですね」と
いうのですが、あんな可愛らしいのに、本当にご病気だなと思う
ほどの怒り狂った演技だったと思います。・・・・・

すると挨拶中に靴を脱いでしまったり[00：04：50]

パジャマで寝たいと言ってみたり［00：07：30］、なん

て、おてんばなお姫さまなのかと思いました。

一つ、気になったのが、寝る前にミルクとクラッカーを食
べているのですが、歯磨きはどうするのか気になりまし
た[00：08：10]

コメントデータ

①シーン記述の抽出 ②同じシーン毎にマージ

主体

場所

対象

動作

③キーワードの抽出・分類

結婚行進曲
注射
魚屋

図 � メタデータ抽出処理の流れ
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トを記述していくのではなく，コンテンツへの感想を
通常の ���� 記事として執筆しながら任意のシーン情
報を埋め込んでいくことができる �図 "�．執筆した
記事はシーン情報がエンコードされた後外部の ����

サービスへ投稿される．逆に言えば外部の ���� サー
ビスへ投稿されるので，閲覧者は本システムを利用し
なくても本システムを利用して執筆された記事を閲覧
することが可能である．ただし本システムを利用すれ
ば執筆者と同じコンテンツを持っている場合シーンア
イコンをクリックして直接再生させることが可能とな
るので正確なシーンの特定が容易となる．
一方図  右に示す「見るモード」ではユーザが設定

しておいた #�� から記事を収集し，コンテンツの再
生と同期させて表示する．ただし全文では量が多く読
みづらいため，記事に埋め込まれたシーン情報の前後
の適切な範囲の文字列を切り出している．切り出され
た文字列でもシーンアイコンをクリックして別のシー
ンを直接再生させることができるため，記事内で関連
するシーン同士を容易に比較再生することができる．

�� メタデータ獲得実験

本節ではコンテンツのメタデータをシーンごとに獲
得する実験の結果について説明する．表  は本シス
テムを実際に利用した  	 人のユーザによって作成さ
れた ���� 記事のコンテンツごとの記事数，埋め込ま
れたシーン数，文字数の例である． $ コンテンツに
対して  		 記事，%&$% シーンが収集された．
前述したように本システムではコメントにシーン情

報を埋め込んでいくため，シーンごとのメタデータを

表 � コメント収集結果
����� ! ��������� ��������

コンテンツ 記事数 シーン数 文字数
ローマの休日 + ,++ ((-.+

パッチギ！ !/ 0(! -,0,,

            

総数 !// -1,- ,1%/(%

抽出するためにはコメントからそれぞれのシーンに関
連した箇所を自動的に切り出す必要がある．メタデー
タ抽出処理の流れを図 ' に示す．今回の実験では文
単位で切り出しを行ない，前後の文を含めるか含めな
いかは段落や接続詞の情報を用いて決定した．その後
切り出されたシーン記述のうち時刻の差が閾値以下な
ど同じシーンに言及していると考えられるものをひと
まとめにし，形態素解析を用いてそれぞれのシーンご
とに頻出するキーワードを抽出し，その後抽出された
キーワードが主体，場所，行動などのどれに相当する
かを辞書を用いて自動的に分類した．表 " はローマ
の休日に関連するコメントからキーワードとシーンの
説明表現をシーンごとに抽出した結果の例である．ア
ン王女など字幕にあらわれるキーワードだけでなく魚
屋，ヴェネツィア広場，暴走など字幕にはあらわれな
いキーワードも正しく抽出されていることが確かめら
れた．これはユーザの自然な視聴スタイルからコンテ
ンツのシーンごとのメタデータが実際に獲得できたこ
とを示している．

�� お わ り に

本稿では映像コンテンツと ���� システムを融合
したコミュテンツを提案した．また本システムによる
���� 記事から実際にコンテンツのメタデータをシー
ンごとに獲得することができることを示した．今後は
メタデータ抽出の精度をシーン検索などの応用を通じ
て検証・向上していく予定である．
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表 � 「ローマの休日」
����� % 2����� 3������2

//4-04%+ 主体 アン王女，おばさん，ブラドリー
場所 魚屋，街中，市場
行動 買い物，探索，カット
説明 王女が街中を冒険するシーン

/!4!-4(+ 主体 アン王女，ジョー，警察
場所 街中，ヴェネツィア広場
行動 暴走，連行
説明 説明不要なほど有名な街中で

スクーターを乗り回すシーン



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


